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1 今月の主な内容
●平成２５年 年頭のごあいさつ
●税の申告が始まります
●たむら ほっとニュース　など

　　　　世代を越えて受け継ぎたい伝統にふれあいと笑顔がありました (12/8 市歴史民俗資料館で行われた正月飾り作り）

復興への光
市内の各地区では、震災後の沈みがちな雰囲気を跳ね返そうとさまざ
まなイルミネーションが飾られ、街が彩られています。色とりどりの
光の競演は幻想的で、私たちに励ましや潤い、癒しの効果をもたらし
ています。「暗闇から優しくも、力強く放たれる希望の光」
平成25年が明るく幸せな年でありますように　　　　　



Tamura 23 Tamura January.20133

　

昨
年
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
お
立
ち
寄
り
、
船

引
地
区
隊
美
山
分
団
の
県
消
防
操
法
大
会
優
勝
、「
復

興
元
年　

が
ん
ば
ろ
う
！
ひ
と
つ
に
な
っ
て
」
を
合

い
言
葉
に
開
催
し
た
「
田
村
み
ん
な
の
夢
広
場
」、

市
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
県
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大

会
の
ほ
か
、
あ
ぶ
く
ま
洞
ま
つ
り
・
都
路
灯
ま
つ
り
・

灯
籠
流
し
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
市
内
各
地
で
に
ぎ
や
か

に
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
予
算
に
お
き
ま
し
て
は
、「
復
旧
・

復
興
枠
」
を
設
け
、
震
災
や
原
発
事
故
の
被
災
者
支

援
な
ど
田
村
市
震
災
等
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
事

業
を
最
優
先
に
、
元
通
り
の
生
活
の
早
期
回
復
に
引

き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
計
画
の
前
期
基
本
計
画
の
総
仕
上
げ

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
新
た
な
飛
躍
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
の
着
実
な
実
現
と
「
第
二
次
行
政
改
革
大

綱
」
に
定
め
た
組
織
機
能
の
効
率
化
や
事
務
事
業
の

見
直
し
、
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
の
推
進
に
よ
る
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
ほ
か
、
新
庁
舎
の
建
設
や

教
育
施
設
の
整
備
、
市
道
や
生
活
道
路
の
整
備
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
一
日
も
早
く
笑
顔
を
取
り
戻
し
、

夢
と
希
望
の
感
じ
ら
れ
る
田
村
市
を
創
造
す
べ
く
全

力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
一
年
が
お

健
や
か
で
お
幸
せ
な
毎
日
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
は
、
人
生
に
与
え
ら
れ
た
喜
怒
哀
楽
に
お
い
て
、

と
り
わ
け
激
し
い
怒
り
と
辛
さ
・
悲
し
み
を
経
験
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
民
が
互
い
に
絆
を
強
め
、
諦
め
る
こ
と
な
く
歩

み
を
進
め
、
将
来
の
世
代
に
、
よ
り
強
く
、
よ
り
魅

力
的
な
田
村
市
に
な
っ
た
と
、
語
り
継
が
れ
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
我
々
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、国
に
対
し
て
「
原

子
力
災
害
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
免
除
と
財
源
補

填
」
や
「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

を
人
災
と
認
め
責
任
あ
る
対
応
を
求
め
」、
さ
ら
に

県
に
対
し
て
「
防
災
対
策
な
ど
住
民
の
安
心
安
全
を

支
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
・
機
能
の
充
実
」
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
行
い
、
ま
た
、
市
に
対
し

て
は
、「
除
染
の
早
期
実
施
」
な
ど
に
つ
い
て
、
緊

急
要
望
を
行
う
な
ど
、
新
た
な
視
点
で
情
報
分
析
を

行
い
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
を
念
頭
に
「
安
心
、
安

全
か
つ
活
力
あ
る
田
村
市
の
復
興
」
に
向
け
て
、
市

議
会
が
持
て
る
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
「
開
か
れ
た
市

議
会
」
と
な
る
よ
う
、
迅
速
か
つ
、
分
か
り
や
す
い

情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
月
並
み
で
す
が
、
心
和
む
平
穏
な
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
の
市
政
各
般
に
わ

た
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
、
心
か
ら
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
と
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
放
射

能
と
風
評
被
害
は
、
市
民
の
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、

農
業
や
商
工
業
、
雇
用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　

合
併
以
来
、
同
じ
家
族
と
し
て
歩
ん
で
き
た
市
民

が
１
年
９
カ
月
以
上
過
ぎ
た
今
も
な
お
、
生
ま
れ

育
っ
た
地
域
を
離
れ
て
暮
ら
さ
ざ
る
を
得
ず
、
や
り

場
の
な
い
怒
り
と
重
な
る
ば
か
り
の
心
労
の
日
々
を

拝
察
し
、
心
が
痛
む
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興

に
立
ち
は
だ
か
る
課
題
は
多
く
、
そ
の
道
の
り
の
長

さ
を
安
易
に
否
定
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ま
が
心
穏
や
か
に
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
日
常
の
回
復
と
ふ
る
さ
と
の
再
生
に

よ
る
「
心
の
復
興
」
を
目
指
し
て
策
定
し
た
田
村
市

震
災
等
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
、
急
務
で
あ
っ
た

子
ど
も
や
妊
婦
の
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ

る
内
部
被
ば
く
検
査
や
積
算
線
量
計
の
配
布
に
よ
る

外
部
被
ば
く
線
量
測
定
を
は
じ
め
、
放
射
能
除
去
対

策
事
業
、
食
品
検
査
や
米
の
全
量
全
袋
検
査
な
ど
の

食
の
安
全
対
策
事
業
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
ご
ろ
か
ら
市
議
会
活
動
に
対
し
て
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

地
方
分
権
の
進
展
と
と
も
に
、
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
市
議
会
の
役
割
も
ま
す
ま
す
大
き
く
な

り
、
皆
さ
ま
に
選
ば
れ
た
議
員
が
、
皆
さ
ま
の
声
を

背
景
に
様
々
な
行
政
課
題
に
対
し
て
提
案
・
議
論
し
、

市
政
の
一
層
の
発
展
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
肝
に
銘

じ
つ
つ
、
命
運
を
託
さ
れ
た
市
議
会
の
使
命
を
全
う

す
る
た
め
、
市
議
会
が
政
策
の
意
思
決
定
を
行
う
場

で
あ
る
こ
と
を
議
員
一
人
一
人
が
し
っ
か
り
と
認
識

し
た
上
で
、
市
議
会
の
政
策
形
成
機
能
の
充
実
と
監

視
機
能
の
強
化
に
取
り
組
み
、
議
会
運
営
に
ま
い
進

し
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

議
員
定
数
に
つ
き
ま
し
て
も
、
平
成
22
年
の
一
般

選
挙
で
26
人
か
ら
22
人
に
改
正
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
さ
ら
に
２

人
削
減
し
、
20
人
に
改
正
を
行
い
、
次
の
一
般
選
挙

か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
議
員
自
ら

も
身
を
削
り
、
最
小
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
、
よ
り

効
果
的
な
議
会
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

千
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
た
大
震
災
、
そ
し
て
原

発
事
故
に
際
し
て
も
、
暴
動
や
略
奪
も
な
く
謙
虚
に

他
人
を
思
い
や
り
な
が
ら
行
動
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ

平成２５年 年頭のごあいさつ

田村市議会議長

　猪　瀬　　明
田 村 市 長

　冨　塚　　宥　

新春

着
実
な
復
興
と
新
た
な
飛
躍
へ

安
心
、
安
全
か
つ
活
力
あ
る
田
村
市
の
復
興
に
向
け
て
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⑥
土
地
等
売
買
が
あ
っ
た
方

　
●
土
地
な
ど
の
売
買
契
約
書
ま
た
は
そ
の

　
コ
ピ
ー　

　
●
収
用
の
場
合
は
国
・
自
治
体
が
発
行
し

　
た
収
用
証
明
書

　

控
除
計
算
に
必
要
な
も
の

①
医
療
費
控
除

　
●
領
収
書
ま
た
は
支
払
金
額
が
分
か
る
も

　
の（
事
前
に
集
計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。）

　
●
お
む
つ
代
を
医
療
費
と
さ
れ
る
場
合
は
、

　
主
治
医
が
発
行
す
る
お
む
つ
使
用
証
明
書

　
（
証
明
書
様
式
は
税
務
署･

市
税
務
課
）

　
●
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い

　
る
方

　
（1）
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
「
指
定
介
護

　
老
人
福
祉
施
設
利
用
等
領
収
証
」

　
（2）
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
「
居
宅
サ
ー

　
ビ
ス
利
用
料
領
収
書
」

②
社
会
保
険
料
控
除　

　
●
国
民
年
金
保
険
料
を
控
除
さ
れ
る
方
に

　
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
発
行
の
社
会
保

　
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書

③
生
命
保
険
料
控
除
…
Ｊ
Ａ
・
郵
便
局
・
生

　
命
保
険
会
社
な
ど
が
発
行
す
る
支
払
証
明
書

　
●
平
成
24
年
１
月
１
日
以
降
に
加
入
し
た 

　
保
険
契
約(

新
契
約)

に
つ
い
て
は
、
控

　
除
額
の
計
算
方
法
と
控
除
の
最
高
額
が
変

　
所
得
計
算
に
必
要
な
も
の

①
農
業
所
得
が
あ
る
方

　
●
米
、
野
菜
、
乳
代
、
家
畜
な
ど
す
べ
て

　
の
農
作
物
収
入
金
額
が
わ
か
る
書
類

　
●
農
機
具
、
燃
料
費
、
肥
料
代
、
農
薬
代

　
な
ど
農
業
収
入
を
得
る
た
め
に
要
し
た
経

　
費
の
領
収
書

②
営
業
等
所
得
が
あ
る
方

　
●
収
支
内
訳
書

　
●
収
入
額
、
経
費
が
わ
か
る
関
係
帳
簿
、

　
収
入
・
経
費
全
般
の
領
収
書

　
●
保
険
外
交
員
や
検
針
員
の
方
は
保
険
会

　
社
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
支
払
調
書

③
不
動
産
所
得
が
あ
る
方

　
●
関
係
帳
簿
・
経
費
全
般
の
領
収
書

　
●
固
定
資
産
税
土
地
・
家
屋
課
税
明
細
書

　
（
な
い
場
合
は
固
定
資
産
税
公
課
証
明
書
）

④
給
与
所
得
・
年
金
受
給
者

　
●
勤
務
先
、
日
本
年
金
機
構
な
ど
で
発
行

　
す
る
源
泉
徴
収
票　

　
●
雇
主
の
賃
金
支
払
証
明
書

⑤
保
険
金
を
受
け
た
方

　
●
受
取
保
険
金
額
お
よ
び
支
払
保
険
料
額

　
の
分
か
る
も
の 

　
（
保
険
料
の
支
払
者
と
保
険
金
の
受
取
人

　
の
関
係
で
相
続
税
や
贈
与
税
と
な
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。）

確
定
申
告(

所
得
税)

が
必
要
な
方

①
営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
が
あ
る
方

②
不
動
産
所
得(

地
代
・
家
賃
収
入)

の
あ

　
る
方

③
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
譲
渡
所
得
の
あ
る

　
方

④
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得(

年

　
金
・
一
時
所
得
な
ど)

が
20
万
円
を
超
え

　
る
方

⑤
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
方

　
で
、
主
た
る
給
与
以
外
の
収
入
が
20
万
円

　
を
超
え
る
方

⑥
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
る

　
方

⑦
公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
を
超
え
る

　
方
、
ま
た
は
公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万

　
円
以
下
で
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
以
外

　
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
方

税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

　
　
　
　
　

    

２
月
13
日(

水)

か
ら
３
月
15
日(

金)

ま
で

平
成
25
年
度
市
・
県
民
税
の
申
告
、
平
成
24
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
期
間
内
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

期
間
終
了
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
各
地
区
の
指
定
さ
れ
た
期
日
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

印
鑑
、
預
貯
金
通
帳(
本
人
名
義)

な
ど
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
給
与
所
得

者
の
方
で
も
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
確
定

申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
戻
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

①
年
の
途
中
で
退
職
し
て
、
年
末
調
整
を
受

　
け
て
い
な
い
方

　

(

給
与
所
得
か
ら
源
泉
徴
収
し
て
い
た
場

　
合
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
と
き
は
、

　
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

　
す
。）

②
医
療
費
を
支
払
っ
た
方

　
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
費(

実
費)

が

　
お
お
む
ね
10
万
円
を
超
え
た
場
合
に
、
医

　
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

③
雑
損
控
除
・
寄
附
金
控
除
・
政
党
等
寄
附

　
金
控
除
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

　
け
る
方

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

　
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所

が
あ
る
方
は
、
平
成
24
年
中
の
所
得
に
つ
い

て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方

②
給
与
所
得
の
み
で
、
年
末
調
整
が
な
さ
れ
、

　
勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提

　
出
さ
れ
て
い
る
方

③
公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
そ
の
支
払

　
い
先
か
ら
市
に
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書

　
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

　
（
年
金
収
入
金
額
や
所
得
控
除
額
に
よ
っ

　
て
は
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

④
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
の
所
得
控
除
対
象

　
の
配
偶
者
や
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る

　
方

●
遣
族
年
金
・
障
害
者
年
金
な
ど
の
非
課
税

　
収
入
の
み
の
方
や
、
収
入
の
な
か
っ
た
方

　
も
市
・
県
民
税
の
申
告
を
行
う
こ
と
で
、

　
所
得
証
明
書
な
ど
の
発
行
や
各
種
行
政
手

　
続
き
が
し
や
す
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。

●
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
ま
た
は
介
護
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

　
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は

　
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
収
入
は
な
い
が
、
扶
養
に
な
っ
て
い
な

　
い
場
合 

②
扶
養
に
な
っ
て
い
る
が
収
入
が
あ
る
場
合

　
（
公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
そ
の
支

　
払
先
か
ら
市
に
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書

　
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
）

※
申
告
さ
れ
な
い
場
合
、
た
と
え
基
準
所
得

　
以
下
で
あ
っ
て
も
、
国
民
健
康
保
険
税
、

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減
が
受
け

　
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
東
京
電
力
㈱
か
ら
受
け
る
賠
償
金
の
取
り

　
扱
い
に
つ
い
て

①
心
身
の
損
害
に
対
す
る
慰
謝
料
な
ど
の
賠

　
償
金
は
非
課
税
と
な
り
申
告
の
必
要
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

②
営
業
・
農
業
に
対
す
る
減
収
分
の
補
て
ん
、

　
追
加
費
用
の
賠
償
金
は
事
業
所
得
と
し
て

　
申
告
が
必
要
で
す
。

③
就
労
不
能
と
な
っ
た
給
与
な
ど
の
減
収
分

　
や
、
事
業
主
の
営
業
停
止
な
ど
で
直
接
、　

　
東
京
電
力
㈱
か
ら
支
払
を
受
け
た
も
の
は

　
一
時
所
得
に
な
り
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

        

市
・
県
民
税
申
告
、
所
得
税
確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

　
わ
り
ま
し
た
。
控
除
の
最
高
額
は
12
万
円

　
に
な
り
ま
す
。
介
護
医
療
保
険
と
い
う
区

　
分
が
新
た
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

④
地
震
保
険
料
控
除
…
Ｊ
Ａ
・
保
険
会
社
な

　
ど
が
発
行
す
る
支
払
証
明
書

⑤
障
害
者
控
除

　
●
身
体
障
害
者
手
帳･

療
育
手
帳

　
●
戦
傷
病
者
手
帳

　
●
要
介
護
認
定
者
は
障
害
者
控
除
対
象
者

　
認
定
書(

下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

⑥
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　
●
新
規
…
新
築
家
屋
等
登
記
事
項
証
明

　
書
、
新
築
工
事
請
負
契
約
書
ま
た
は
領
収

　
書
、
住
民
票
の
写
し
、
金
融
機
関
等
発
行

　
の
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末

　
残
高
等
証
明
書
、(

増
改
築
の
場
合)

増
改

　
築
工
事
証
明
書

　
●
２
年
目
以
降
…
税
務
署
発
行
の
住
宅
取

　
得
等
特
別
控
除
証
明
書
、
金
融
機
関
等
発

　
行
の
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

　
末
残
高
証
明
書

　
※
認
定
低
炭
素
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
は

　
最
高
40
万
円(

通
常
の
住
宅
は
30
万
円)

　
の
控
除
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

　
今
回
の
改
正
・
変
更
に
よ
り
控
除
が
引
き

　
下
げ
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

　
告
相
談
時
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑦
雑
損
控
除
…
り
災
証
明
書
、
修
繕
な
ど
の

　
領
収
書
・
見
積
書
、
被
害
資
産
の
価
格
や

保
険
金
な
ど
の
金
額
が
わ
か
る
も
の

　
そ
の
他
必
要
な
も
の
・
問
い
合
わ
せ

【
そ
の
他
必
要
な
も
の
】

　
●
印
鑑

　
●
預
貯
金
通
帳(
本
人
名
義)

な
ど
口
座

　
番
号
が
わ
か
る
も
の

【
問
い
合
わ
せ
】

　
●
市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て

　
　
市
民
部 

税
務
課　

 

(
81
‐
２
１
１
９

　
●
所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
に
つ
い
て

　
　
郡
山
税
務
署　

　
　
　
　
　
(
０
２
４-

９
３
２-

２
０
４
１

介護保険要介護認定を受けている方へ

　
　要介護認定を受けている 65 歳以上の方は、障害者手

　帳がなくても、市が発行する「障害者控除対象者認定書」
　を提示すると、障害者控除を受けることができます。
　　該当する方は、介護保険被保険者証をご持参のうえ
　本庁介護福祉課または各行政局市民課、各出張所で申請
　してください。
　●問い合わせ
　保健福祉部 介護福祉課
　(82-1115 
　または各行政局市民課へ

要介護度 障害者の認定区分 備考
要介護５
要介護４ 特別障害者

要介護３ 特別障害者または
普通障害者

日常生活自立度により、
障害者の区分を判定

要介護２
要介護１ 普通障害者
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　　　　     　申告相談の受付日程

平成 25 年度市民税・県民税
( 平成 24 年分所得税 )
申告相談の受付時間は、午前９時から午後４時までです。
都路地区は避難されている方が多いことから、船引地区にも会場を設けました。
詳しくは市民部税務課(81- 2119 または各行政局地域振興課にお問い合わせください。

国税については、申告書作成会場で申告相談を受け付けます。
平成 24 年分所得税の確定申告期間の申告作成会場は「南東北総合卸センター協同組合イベントホール」になります。
詳しくは郡山税務署(024- 932- 2041 にお問い合わせください。

滝根行政局
 会場…滝根行政局　２階第１会議室
月 日 曜 対象地区

２

13 水
神俣町・関場

14 木

15 金
梵天川・中広土

18 月

19 火

和貢・大平・入新田１・２20 水

21 木

22 金
石神・原屋敷

25 月

26 火
菅谷駅前

27 水

28 木
入水・畑中

３

１ 金

４ 月
江川・糠塚

５ 火

６ 水 予備日

７ 木

上郷・中郷８ 金

11 月

12 火

作組・広瀬町・下組13 水

14 木

15 金 予備日

大越行政局
 会場…おおごえふるさと館　２階
月 日 曜 対象地区

２

13 水 五条・中・中上・遠上・新遠上・鬼五郎・大滝根

14 木 岡田・宮ﾉ前・竹之内・関場・牧野・荒屋敷

15 金 笹之町・鍛冶屋・原・後原・西之内・太夫田

18 月 南作・十郎内・北ノ内・日向・中ノ内・宮ノ下・境・植木・舘・長根
19 火 川向１～５・戸ノ内

20 水 後原・小久地

21 木 中原・原・中ノ目

22 金 下町・高屋敷・田子屋・洞入

25 月 大木内・入ノ作・泉沢・中森・檀野平・壇野平住宅・百目木沢
26 火 明部渕・古内・古内舘野

27 水 曲田・求中（三洞）・求中住宅

28 木 求中（白山）・求中団地・遠山口・寺川・山口

３

１ 金 金山平・白石

４ 月 五斗蒔・薬師堂・水神宮

５ 火 前ノ沢・時田・槻木・元池住宅・久保田団地

６ 水 元池１～７

７ 木 蟹沢・駅前・鷹待田団地

８ 金 町南・町北

11 月 岩崎住宅・水口・葉ノ木平・大田立

12 火 下内・湯田住宅

13 水 古町

14 木 予備日

15 金 予備日

常葉行政局
 会場…文化の舘ときわ　１階
月 日 曜 対象地区

２

13 水 久保・新田作14 木
15 金 関本・小檜山・早稲川18 月
19 火

堀田・黒川・田代20 水
21 木
22 金 山根25 月
26 火 西向（休石・下ノ内）・鹿山27 水
28 木 西向（板橋・中・西美田）

３

１ 金
４ 月

山田作・常葉１（荒町）５ 火
６ 水
７ 木 常葉１（中町）・石蒔田８ 金
10 日 予備日
11 月 常葉１（中町）・石蒔田
12 火

常葉２（上町１・２）13 水
14 木
15 金 予備日

都路行政局
 会場…2/13 ～18 船引公民館、2/20 ～3/15 都路行政局
月 日 曜 対象地区 会場

２

13 水 ９区（地見城・場 ・々合子）・８区（小滝沢）
14 木 古道地区（仮設住宅等）
15 金 岩井沢地区（仮設住宅等）
18 月 大久保地区（仮設住宅等）
19 火 会場移動日
20 水 １０区（大久保・頭之巣）21 木
22 金 １区（西戸・松葉・平内地・大槻）25 月
26 火 ５区（上道之内）
27 水 １２区（下山口・上山口・石橋）
28 木 ４区（強梨・持藤田）

３

１ 金 予備日
４ 月 ６区（下道之内・石黒）
５ 火 １１区（馬洗戸・南）
６ 水 ３区（平蔵内・言神）
７ 木 ７区（新町・横町）８ 金
11 月 ８区（戸屋・小滝沢）12 火
13 水 ９区（地見城・場々・合子）
14 木 ２区（中作）
15 金 予備日

船引行政局
月 日 曜

日
対象地区 地区

( 受付会場 )午前 午後

２

13 水 文珠 文珠
(文珠出張所)14 木 石森

15 金 鹿又１

美山
(美山出張所)

18 月 鹿又２
19 火 鹿又３
20 水 鹿又３ 長外路
21 木 門鹿

瀬川
(瀬川出張所)

22 金 大倉
25 月 新舘
26 火 新舘 石沢
27 水 石沢
28 木 中山

移
(移住民センター)３

１ 金 横道
４ 月 上移
５ 火 上移 北移
６ 水 北移
７ 木 南移

月 日 曜
日

対象地区 地区
( 受付会場 )午前 午後

２

13 水 今泉 ( 川西 ) 今泉
(今泉集会所)14 木 今泉 ( 川東 )

15 金 笹山 要田
(要田出張所)18 月 要田 要田・笹山

19 火 荒和田
20 水 芦沢南

芦沢
(芦沢出張所)

21 木 芦沢西
22 金 芦沢中 芦沢北
25 月 芦沢東
26 火 本郷 永谷

七郷
(七郷出張所)

27 水 遠山沢 井堀
28 木 椚山

３

１ 金 上郷
４ 月 下郷
５ 火 上区 大堀
６ 水 春山 ( ２区 ) 春山

(船引公民館)７ 木 春山 ( １区 )
８ 金 小沢 板橋

船引
(船引公民館)

10 日 下里
11 月 北区
12 火 大町 中町
13 水 上町
14 木 栄町
15 金 予備日

 

船
引
公
民
館

   

第
１
研
修
室

都
路
行
政
局　
２
階
大
会
議
室
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震災復興 田村っ子の元気を支援する事業
■市内７中学校 子

ど
も
た
ち
の

　
　
元
気
を
サ
ポ
ー
ト

先
月
号
に
引
き
続
き
、「
田
村
っ
子
の
元
気
を
支
援
す
る
事
業
」
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
、
市
内
７
中
学
校
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
10
月
26
日
、
31
日
、

11
月
１
日
の
３
日
に
わ
た
り
学
年

ご
と
に「
ふ
れ
あ
い
体
験
活
動
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
五
色
沼
を
散
策

し
、
近
く
の
施
設
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
に
と
っ
て
、
こ
の
体
験
は
、

裏
磐
梯
の
紅
葉
と
食
欲
の
秋
を
肌

で
感
じ
た
と
と
も
に
、
学
年
や
学

級
の
絆
を
深
め
、
友
達
の
良
さ
を

認
め
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
体
育
の
授
業
、
部

活
動
、
行
間
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
、
校
内
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ど
の
充
実
に
努
め
、
生
徒
の

心
と
体
の
健
康
増
進
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

新
し
く
購
入
し
た
エ
ア
ロ
バ
イ

ク
な
ど
の
運
動
用
具
に
よ
り
、
生

徒
た
ち
が
生
き
生
き
と
活
動
す
る

様
子
が
見
ら
れ
、
日
々
の
中
学
校

生
活
が
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
本
校
の
テ
ー
マ
で
も

あ
る
「
将
来
に
役
立
つ
力
を
つ
け

る
た
め
に
、
視
野
を
広
げ
、
主
体

的
に
学
習
す
る
生
徒
の
育
成
」
を

目
指
し
、
学
習
テ
キ
ス
ト
、
合
唱

指
導
、
教
育
講
演
会
な
ど
に
幅
広

く
活
用
し
て
い
ま
す
。
写
真
は
生

徒
と
希
望
保
護
者
を
対
象
に
、「
学

習
や
部
活
動
に
生
か
す
メ
ン
タ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と
題
し
た
テ
ー

マ
で
、
福
島
大
学
教
授
の
白
石
豊

氏
に
講
演
い
た
だ
い
た
時
の
も
の

で
す
。

　
10
月
31
日
に
全
校
生
徒
で
新
潟
県

立
自
然
科
学
館
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
展
示
物

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
見
所
が
あ
り
、

生
徒
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
見
学

し
て
い
ま
し
た
。
笑
顔
で
見
学
し

て
い
る
生
徒
の
姿
か
ら
は
、
以
前

よ
り
も
生
き
生
き
と
し
た
様
子
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
を
通
し
て
、
生
徒
の

成
長
し
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
、
充

実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
映
画
鑑
賞
」と「
学
習
旅
行
」を

実
施
し
ま
し
た
。
映
画
鑑
賞
は
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
「
宇
宙
兄
弟
」

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
学
習
旅
行
で

は
、
１
年
生
が
世
界
文
化
遺
産
の

「
日
光
」、同
じ
く
３
年
生
が
「
平
泉
」

に
出
か
け
て
歴
史
的
な
建
造
物
の

す
ば
ら
し
さ
を
肌
で
感
じ
て
き
ま

し
た
。
２
年
生
は「
仙
台
」
を
自
分

た
ち
の
計
画
で
自
由
に
探
索
す
る

班
別
自
主
活
動
を
し
ま
し
た
。　

　

生
徒
は
楽
し
く
充
実
し
た
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
講
話
」
と
し
て
、
オ

ラ
ン
ダ
で
活
躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト

木
山
尚
子
さ
ん
に
、
具
体
的
な
体

験
や
経
験
に
基
づ
い
た
講
話
と
演

奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
に
と
っ
て
、
夢
や
希
望
を

持
っ
て
将
来
の
生
き
方
や
生
活
を

考
え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
に
は
、
全
校
生
徒
で
い
わ
き

方
面
へ
の
体
験
型
の
学
習
旅
行
を

行
う
な
ど
、
こ
の
事
業
を
有
効
に

活
用
し
て
い
ま
す
。　

　

各
教
室
の
生
徒
用
学
習
机
の
天

板
を
購
入
し
、
新
し
く
し
ま
し
た
。

古
い
天
板
と
の
交
換
作
業
は
、
夏

休
み
を
活
用
し
、
生
徒
と
教
師
の

共
同
作
業
で
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

で
机
の
凸
凹
は
な
く
な
り
、
学
習

に
適
し
た
き
れ
い
な
机
に
な
り
ま

し
た
。
作
業
を
通
し
て
、
生
徒
に

物
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
自
覚
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
新
し
い
机
で
心
機
一

転
、
日
々
の
学
習
に
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
船
引
中
学
校

　
移
中
学
校

　
常
葉
中
学
校

　
船
引
南
中
学
校

　
滝
根
中
学
校

　
都
路
中
学
校

　
大
越
中
学
校
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田
村

・
ひ
と

・
さ
と

・
ゆ
め

1

た
む
ら 

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

 No. １

　市社会教育委員長を務めてい
る宗像勝男さん ( 都路町古道 ) が、
長年の社会教育振興の功労が認
められ、東北地区社会教育委員連
絡協議会表彰を受賞しました。
　表彰式は１１月１日、八戸市で
開催された「東北地区社会教育研
究大会」青森県大会の席上で行わ
れました。
　また、宗像さんへの表彰の伝達
は、教育委員会で助川教育長から
行われました。

社会教育の推進に貢献

熱戦の火花を散らす

　県南地区の空手道選手権大会が１１月１８日、市総合体育館サブアリーナで開かれ、小
学生から一般までの男女１２２人が日頃のけいこの成果を競いました。開会式では、渡
邉凌羽選手 ( 船引小 ) と菊地結愛選手 ( 緑小 ) が力強く選手宣誓しました。大会では積極
的に蹴りを出したり、前に出て正拳を突いたりする選手の姿が見られ、気迫あふれる掛
け声が会場中に響いていました。主催は日本空手道協会県本部、主管は田村南支部（松
濤館空手道スポーツ少年団）、後援は市と教育委員会。

男が作る美味料理
　「第３回男快の世代教室・男の
料理教室」が１１月２９日、船引
公民館で行われ、１６人が参加し
ました。講師に「よろずや」の田
沢正人さんを迎え、豚バラのデミ
グラスソースやカラフル五色団
子汁鍋など３種類の料理を楽し
く、にぎやかな雰囲気の中で作り
ました。バンダナ・エプロン姿が
似合う参加者の一人は「今日、教
わった料理を自分で作り、酒を飲
みながら、ゆったりとした時間
を過ごしたい」と話していました。
　

スポーツの基本を学ぶ

「やすよ号」がグランドチャンピオン

田村の四季を美しい和声で

　船引公民館主催のスポーツ教室（バスケッ
ト・バレーボール）が、１１月１１日に市総
合体育館で行われました。対象は市内の中学
校やスポーツ少年団などの生徒と団員、指導
者などで、８団体１７０人が受講しました。
　講師は、バスケットボールが県南バスケッ
トボール協会の渡辺善文さん・佐久間仁徳さ
んら５人、バレーボールは県成年女子バレー
ボールチーム監督の曳地俊一さんが務めまし
た。どちらも最初は基本を学び、少しずつ実
戦的な指導を受けました。受講者からは「基
本をしっかり指導してくれてとても参考に
なった」という声が聞かれました。

　橋本実さん ( 船引町春山 ) が飼育している
牛「やすよ号」が、１１月５日に本宮市の県
家畜市場で開かれた第２２回ＪＡグループ和
牛育成管理共進会で優等賞になりました。
さらに全出場牛の最高位となるグランドチャ
ンピオンに輝きました。
 　橋本さんが出場したのは、第３区（若雌の
２）の部門です。
　市内からはＪＡたむらの共進会を勝ち抜い
た６人も出場し、出場された皆さんが好成績
を納め、ＪＡたむらが団体賞を受賞しました。
※写真は「やすよ号」と橋本実・ケサイさん
　夫妻

　市内小学校１６校の４年生３３１人が一堂
に会した「小学校童謡・唱歌音楽祭」が１１月
２０日、市文化センターで開かれました。
　「田村の四季を歌おう」をテーマに、四季折々
の童謡・唱歌１６曲を披露し、美しいハーモ
ニーを響かせました。合唱の合間には、市民
の皆さんから寄せられた童謡・唱歌にまつわ
るエピソードを市内の四季折々の風景や行事
の映像と併せて紹介しました。また、吉田い
くよ氏（ヴォイス・プロ代表）の朗読による「す
いせんのラッパ（工藤直子作）」など４編のお
話の読み聞かせも行われました。
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 No. ２

復活の「鹿山笠踊り」

伝統文化に親しむ

　ふるさとの再生と復興の願いを込めたイ
ベントが１２月９日、常葉公民館で開かれ、

「鹿山笠踊り」が披露されました。若い男女
が花笠を持って歌と太鼓に合わせて踊る鹿
山笠踊りは、昭和時代に祝い事や演芸会な
どで披露されていましたが、その後衰退し、
昨年、コミュニティ助成事業で備品を整備
して本格的な活動を再開しました。

　木造平屋の旧駅舎が老朽化し、改築を進めてい
た磐城常葉駅が完成、１２月６日にセレモニーが
行われました。関係者があいさつ・祝辞・テープ
カットし、わかくさ幼稚園の園児がアトラクショ
ンで、かわいらしいダンスを披露しました。あぶ
くま太鼓「紅組」も力強い演奏を繰り広げ、式典
を盛り上げました。新駅舎は鉄骨平屋で、延べ床
面積が約７５㎡。大きな三角屋根が印象的です。

　「正月飾り作り、昔ばなし、もちつき」
が１２月８日、市歴史民俗資料館で行われ
ました。約４０人の子どもたちは、船引町
ボランティア会の指導で、わらを使って正
月飾り作りを体験。船引民話語り部の会に
よる昔ばなしやもちつきを楽しみました。

社会へ貢献「宝くじ」

　船引町下里地区で、盆踊り用品などが整
備されました。整備した備品は、盆踊り櫓、
太鼓、投光機(発電機付き)です。

　吉幾三コンサートが１２月９日、市文
化センターで行われ、昼・夜２回公演に
１５００人以上が来場しました。豪華なス
テージとゲストに演歌歌手の華かほりが登
場するなど、歌と楽しいトークに客席から
は、惜しみない拍手と歓声が送られました。
　　　

一流歌手の歌声を堪能

たむら牛を全国へＰＲ

　和牛の県代表として佐藤巧一さん ( 船引町長外路 )、吉田辰男さん ( 船引町永谷 )、白石道枝さん ( 常
葉町関本 ) が第１０回全国和牛能力共進会に出場し、それぞれに好成績を収め、たむら牛を全国へアピー
ルしました。大会は１０月２５日～２９日、長崎県佐世保市のハウステンボスで開かれました。５年
に１度、全国の優秀な和牛を一堂に集めて優劣を競うことから別名「和牛のオリンピック」とも呼ばれ
ています。全国から約４８０頭の和牛が出場し、各部門で頂点を目指しました。写真左から　●第２区
( 若雌の１)…佐藤巧一さん「まゆみ号」１等賞４席　●第３区 ( 若雌の２)…吉田辰男さん「よしくさ
１０９号」優等賞１３席　●和牛審査競技会女性の部…白石道枝さん　優秀賞４( 第５位 )

信州から心温まる贈り物

磐城常葉駅リニューアル

　船引町出身で現在、長野県須坂市で編みもの教室を営んでいる伊藤俊子さんが１１月２６日、大越町
の障害者多機能型事業所「田村」と都路中学校を訪れ、手編みの帽子やマフラー、押し花のキーホルダー
を届けました。昨年も市内の小学校に編みものを届けており、「これから本格的な寒さを迎える被災地
で役立ててほしい。今後も交流を通じて支援を続けていきたい」と話しました。
　伊藤さんは、長年にわたる編み物や押し花などの普及、東日本大震災の支援などの取り組みが認めら
れ、内閣府の平成２４年度「エイジレス・ライフ実践者」として表彰されています。
　※写真左 (「田村」の皆さんと伊藤俊子さん）、写真右 ( 都路中学校長へキーホルダーを贈呈）

ドーナツで笑顔を届ける
　被災地復興のため保育所や小学校な
どを訪問しているミスタードーナツの
皆さんが、スマイルリングプロジェク
トとして１２月７日、船引保育所を訪
れました。園児たちは、ポン・デ・ラ
イオンと一緒にドーナツ体操を踊った
り、ドーナツへのデコレーションを体
験したりして、楽しい時間を過ごしま
した。無料でドーナツも配られ、会場
には笑顔があふれていました。

※コミュニティ助成事業は、（財）自
治総合センターが宝くじの普及広報事
業費として受け入れる受託事業収入を
財源に、コミュニティ事業に助成を行い、健全な発展
をはかるとともに、宝くじの普及広報を行っています。
宝くじは広く社会に役立てられています。
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■
田
村
市 

英
語
が
使
え
る
人
材
育
成
事
業

友
情
と
理
解
を
深
め

 

世
界
に
は
ば
た
く
人
材
に

未来を担う本市の中学生を対象に、本年度は２コースの
研修事業を実施しました。
異文化や外国人との交流をとおして研修生が見て、話し
て、感じとったことなど、貴重な体験をまとめた報告の
中から一部を抜粋して紹介します。

■アメリカ合衆国オハイオ州マンスフィールド研修

①
研
修
全
体
の
感
想

　

私
は
こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、

多
く
の
Ａ
Ｌ
Ｔ(

外
国
語
指
導
助

手)

の
先
生
や
他
校
の
生
徒
と
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
前
研
修
で
学
ん
だ
マ
ナ
ー
や

エ
チ
ケ
ッ
ト
、
教
会
で
の
事
は

ア
メ
リ
カ
で
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ま
ず
初
め

に
土
地
が
広
い
こ
と
と
、
そ
こ

に
た
く
さ
ん
の
人
種
の
方
が
い

る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
ワ
シ

ン
ト
ン
の
観
光
で
は
、
２
日
間

の
中
で
本
当
に
た
く
さ
ん
の
所

に
行
き
、
と
て
も
密
度
の
濃
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
食
事
は
、
日
本
と
は
ま
っ

た
く
違
う
も
の
ば
か
り
で
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た

し
、
良
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

②
中
学
校
交
流
研
修
を
通
し

　
て
学
ん
だ
こ
と

　

最
初
に
行
っ
た
パ
イ
オ
ニ
ア

職
業
訓
練
校
で
は
、
花
を
生
け

た
り
、
映
像
作
成
の
体
験
を
し

た
り
、
そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。
初

め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
次

の
日
に
行
っ
た
レ
キ
シ
ン
ト
ン
・

ス
ク
ー
ル
で
は
、
小
・
中
・
高

と
３
つ
の
学
校
を
訪
問
し
ま
し

た
。
中
学
校
で
は
、
向
こ
う
の

生
徒
と
ペ
ア
に
な
り
行
動
し
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
話
す
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

そ
し
て
、
２
日
間
の
学
校
訪

問
で
感
じ
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ

カ
の
生
徒
は
み
ん
な
積
極
的
で

自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り
持
ち
、

そ
れ
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
人
ば
か
り
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

③
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て

　
学
ん
だ
こ
と

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
学

ん
だ
こ
と
は
、
ま
ず
愛
国
心
が

強
い
国
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

多
く
の
家
の
前
に
星
条
旗
が
あ

る
こ
と
や
、
サ
ッ
カ
ー
観
戦
に

行
っ
た
時
に
、
国
歌
が
流
れ
る

と
胸
に
手
を
あ
て
て
国
歌
を
口

ず
さ
む
光
景
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。
ま
た
、
日
本
で
は
、

教
会
に
行
く
こ
と
は
普
段
な
い

の
で
、
ア
メ
リ
カ
で
礼
拝
に
参

加
し
た
時
は
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
高
い
た
め
、
言
葉
が

通
じ
な
く
て
も
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
使
っ
た
り
し
て
伝
え
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

④
テ
ー
マ
「
国
際
交
流
」
を

　
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

　

今
回
、
こ
の
研
修
に
参
加
し

て
自
分
の
現
状
が
分
か
り
ま
し

た
。
完
璧
な
英
語
を
使
う
こ
と

が
で
き
ず
、
伝
え
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
っ
と
勉
強
し
て
英
語
を
使
い

こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
将
来
、

外
国
に
携
わ
る
仕
事
を
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
が

で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
夢
の
実
現
の
た
め
に
も
っ

と
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

 

滝
根
中
学
校

　

  　

 

３
年 

鹿
股
夢
泉
さ
ん

Mansfield City,Ohio

▲アメリカ合衆国議会議事堂前での集合写真

海兵隊戦争記念碑前
③④⑤

② ①

アーリントン国立墓地

■パイオニア校①②④⑤
■国立宇宙航空博物館③

マンスフィールドコース
　◆日　程　９月３０日～１０月９日
　◆テーマ　「国際交流」
　◆研修生　２６人
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船
引
南
中
学
校

　
  　

 

２
年 

阿
辺 

覚
さ
ん

①
研
修
全
体
の
感
想

　

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
か
た

が
た
は
温
か
く
迎
え
て
く
れ
て
、

楽
し
く
充
実
し
た
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
は
何
も
か
も
大
き
く
、
日
本

と
は
ス
ケ
ー
ル
が
違
う
こ
と
は

分
か
っ
て
い
た
つ
も
り
で
し
た

が
、
実
際
、
目
に
し
て
体
験
す

る
と
驚
き
の
連
続
で
、
貴
重
な

体
験
を
た
く
さ
ん
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
す
ば
ら
し
い
研
修
を
企

画
し
て
く
だ
さ
っ
た
田
村
市
、

温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
マ

ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
市
の
皆
さ
ん

そ
し
て
、
両
親
に
感
謝
し
て
、

今
後
の
人
生
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

②
中
学
校
交
流
研
修
を
通
し

て
学
ん
だ
こ
と

　

ア
メ
リ
カ
の
学
校
に
行
き
、

ま
ず
感
じ
た
こ
と
は
、
生
徒
が

元
気
で
活
発
だ
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
ど
の
生
徒
も
明
る
く
元

気
い
っ
ぱ
い
の
あ
い
さ
つ
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
日
本

の
生
徒
も
良
い
と
こ
ろ
は
ど
ん

ど
ん
見
習
い
、
積
極
的
に
な
ら

な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
同
年
代
の
人
々
と

出
会
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
楽
し
い
研
修
で
し
た
。

③
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て

学
ん
だ
こ
と

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
最

初
少
し
緊
張
し
ま
し
た
が
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
が
と
て

も
親
切
で
、
僕
た
ち
の
た
め
に

様
々
な
こ
と
を
準
備
し
て
く
だ

さ
り
、
と
て
も
楽
し
く
、
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ご
せ
ま
し
た
。

心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
の
食
事

や
お
化
け
屋
敷
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
り
、
四
輪
バ
ギ
ー

に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
友
達

を
呼
ん
で
大
勢
で
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
と
、
ど
れ
も
こ
れ
も
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

僕
は
英
語
を
使
っ
て
た
く
さ

ん
話
し
、
自
分
の
英
語
が
ど
の

程
度
通
用
す
る
の
か
も
確
か
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
言
葉

は
多
少
通
じ
な
く
て
も
、
伝
え

よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
何
よ
り

大
切
で
、
そ
れ
が
あ
れ
ば
仲
良

く
な
れ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

④
テ
ー
マ
「
国
際
交
流
」
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と

　

今
ま
で
僕
の
中
で
は
「
国
際

交
流
」
と
い
う
言
葉
に
難
し
い

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
国

と
国
と
の
交
流
と
考
え
る
と
、

と
て
も
大
き
な
こ
と
だ
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
実
際
に
ア
メ
リ

カ
に
行
き
人
々
と
触
れ
合
っ
て

み
る
と
、
こ
れ
が
原
点
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
知
ら
な
い
土
地

を
訪
れ
る
こ
と
、
い
ろ
ん
な
人

と
会
う
こ
と
、
人
と
つ
な
が
り

を
持
つ
こ
と
は
、
と
て
も
う
れ

し
く
楽
し
い
こ
と
で
す
。
人
と

人
、
一
対
一
の
レ
ベ
ル
か
ら
ど

ん
ど
ん
交
流
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
つ
な
が

り
が
大
き
な
輪
に
な
り
、
最
後

は
何
か
あ
っ
た
時
に
援
助
し
合

え
る
よ
う
な
国
と
国
と
の
強
い

友
情
に
も
な
っ
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。

■アメリカ合衆国オハイオ州マンスフィールド研修

Mansfield City,Ohio

①
研
修
全
体
の
感
想

　

こ
の
研
修
に
参
加
す
る
前
の

ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
国

の
面
積
が
大
き
い
こ
と
や
、
よ

く
肉
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
ぐ

ら
い
で
し
た
。
実
際
に
行
っ
て

み
て
、
歴
史
を
学
び
開
拓
者
の

大
変
な
努
力
を
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
常
生
活
に
触
れ
て
み

て
、
家
族
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
や
習
慣
な
ど
、

日
本
と
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

一
軒
あ
た
り
の
土
地
の
広
さ
か

ら
ス
ー
パ
ー
の
ジ
ュ
ー
ス
や
牛

乳
一
本
の
量
の
多
さ
ま
で
、
僕

自
身
が
行
っ
て
見
て
き
て
こ
そ

感
じ
、
得
ら
れ
た
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
英
語
で
の

会
話
も
大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
で
す
。

②
中
学
校
交
流
研
修
を
通
し

て
学
ん
だ
こ
と

　

生
徒
の
一
人
が
パ
ー
ト
ナ
ー

に
な
っ
て
く
れ
て
、
一
緒
に
給

食(

セ
ル
フ)

を
食
べ
、
授
業
の

準
備
な
ど
を
し
ま
し
た
。
途
中

で
体
調
が
悪
く
な
っ
た
時
、
す

ご
く
心
配
し
て
く
れ
て
、
と
て

も
親
切
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

み
ん
な
明
る
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
、
初
対
面
な
の
に
積
極
的
に

話
し
か
け
て
き
て
く
れ
て
嬉
し

か
っ
た
し
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

お
互
い
歌
を
発
表
し
ま
し
た
が
、

相
手
側
の
吹
奏
楽
に
あ
わ
せ
て

の
歌
は
、
元
気
で
と
て
も
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
机
を
輪
の
形
に
並

べ
、
ア
メ
リ
カ
に
来
た
感
想
な

ど
質
問
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た

自
分
達
の
紹
介
も
し
て
く
れ
ま

し
た
が
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
が
上

手
で
見
習
う
べ
き
だ
と
思
い
ま

し
た
。

③
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て

学
ん
だ
こ
と

　

日
本
と
違
う
な
と
思
っ
た
こ

と
は
、
ま
ず
食
事
で
す
。
僕
が

お
世
話
に
な
っ
た
家
の
朝
食
は

ほ
と
ん
ど
シ
リ
ア
ル
で
、
夕
食

は
庭
で
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
作
っ

て
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。
日
本

で
ご
飯
と
お
か
ず
を
し
っ
か
り

食
べ
て
い
る
僕
に
は
少
し
物
足

り
な
さ
を
感
じ
ま
し
た
が
、
お

い
し
い
の
で
、
す
ぐ
に
慣
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ト
イ
レ
は
誰
も

入
っ
て
い
な
い
時
は
ド
ア
を
開

け
て
お
く
き
ま
り
で
し
た
。

　

好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は
野
球
と

ア
メ
フ
ト
で
、
ア
メ
フ
ト
は
試

合
も
見
に
行
き
ま
し
た
。
日
本

に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
事
も
多

く
、
優
し
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

④
テ
ー
マ
「
国
際
交
流
」
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と

　

は
じ
め
僕
は
、
初
対
面
の
人

に
ほ
と
ん
ど
話
し
か
け
ら
れ
ず
、

相
手
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
る
の

を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

一
歩
踏
み
出
し
て
質
問
し
て
み

る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
教
え

て
く
れ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
は

自
然
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
た
く
さ
ん
と
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
自

信
を
持
っ
て
自
分
か
ら
前
へ
進

ん
で
い
き
た
い
で
す
。
お
互
い

に
自
分
の
国
の
文
化
、
習
慣
や

考
え
方
な
ど
を
伝
え
合
う
こ
と

で
理
解
し
合
い
、
信
頼
関
係
も

生
ま
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

 

船
引
中
学
校

　

  　

 

２
年 

石
川
秀
哉
さ
ん

Mansfield City,Ohio

③ ③④ ④⑤ ⑤

② ②① ①

■お別れパーティ①②④⑤
■ジャック・オ・ランタンづくり③

■マンスフィールド市長表敬訪問①②
■セントラルエレメンタリースクール
( 防災訓練 ) ③
■レキシントンハイスクール④
■レキシントンジュニアハイスクール⑤
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vol.65

　１１月１９日（月）～２２日（木）、１年生２５人が郡山ハローワーク主催のジュニア・インターンシップ（職
業体験）に参加しました。田村市内では、大型小売店や飲食店、福祉施設などでお世話になり、お忙しい中、
さまざまなご指導をいただきました。
　初めは戸惑うことも多く、慣れない仕事に苦労する場面もあったようですが、多くの生徒が今回の体
験を通して仕事のやりがいや楽しさを感じたようです。ジュニア・インターンシップに参加した生徒の
中には、２年生から始まるデュアル実習（本校独自の年間通しての職業体験）の選択を希望する生徒も
見受けられるようになり、今回の体験が生徒の進路意識を高める上で非常に効果的であったことがうか
がえました。

●松崎和成さん（葛尾中出身）日本大学工学部土木工学科
　　「将来、私の出身地である葛尾村や、福島県の復興に努めたいと考えています」
●菅野安紘さん（都路中出身）日本大学工学部電気電子工学科
　　「４年間で大学を卒業し、できるだけ親に迷惑をかけないようにしたいです」
●宗像賢一郎さん（船引中出身）いわき明星大学科学技術学部科学技術学科
　　「私は理科の高校教師を目指しているため、大学では基礎知識を身に付けるとともに、動物行動学
　　や海洋生物学なども学びたいと思っています」
●佐藤八雲さん（都路中出身）いわき明星大学薬学部薬学科
　　「私は将来、誰からも頼られる薬剤師になることを目指していますので、大学では多くの知識を学
　　びたいと思っています」
●渡辺元樹さん（都路中出身）いわき明星大学科学技術学部科学技術学科
　　「生命について勉強するとともに、身体の構造についても研究したいです」
●髙田和希さん（常葉中出身）東京福祉大学社会福祉学部保育児童学科
　　「夢に向かって一歩前進できたので、大学では立派な教育者になれるよう頑張りたいです」
●石井裕也さん（常葉中出身）日本大学工学部情報工学科
　　「大学の名を汚さぬよう、頑張りたいと思います」
●林岬さん（富岡第二中出身）東北文化学園大学医療福祉学部リハビリテーション学科
　　「私は大学で多くの技術を身に付け、将来たくさんの人に頼られる理学療法士になれるよう、頑張
　　りたいと思います」
●宗像真生さん（都路中出身）奥羽大学薬学部薬学科
　　「国家試験に向けて６年間頑張ります」
●安司眞梨さん（船引南中出身）福島学院大学福祉学部福祉心理学科児童福祉・カウンセリングコース
　　「専門的な知識・技術を学び、それを将来の夢である保育士の仕事に活かしていきたいです」

　１２月１０日現在、就職内定率は９５％に達しました。この数字は県南地
区の高校の中でもトップクラスとなっています。また進学決定率も９３％を
越え、４年制大学への進学を決めた生徒も１５人に達しました。
　今回は進路近況報告第二弾として、前号以降に４年制大学への進学を決め
た１０人の生徒の「将来の夢・抱負」を紹介します。

（紹介は写真前列右から）

１年生がジュニア・インターンシップ（職業体験）に参加しました

～４年生大学進学決定者は１５人に～ 進路近況報告 第二弾

　
大
越
中
学
校　

　
　
２
年　
佐
藤
真
奈
さ
ん

　

他
の
学
校
の
生
徒
と
も
仲
良

く
す
る
こ
と
が
で
き
、
普
段
学

校
で
習
う
こ
と
の
で
き
な
い
英

語
・
文
化
を
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
英
語
だ
ら

け
だ
っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
レ
ッ

ス
ン
を
通
し
て
、
本
格
的
な
英

語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
校
の
生
徒
と
友
達

に
な
っ
た
り
、
一
緒
に
英
語
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と

て
も
良
い
体
験
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。

　
都
路
中
学
校　

２
年　
赤
石
沢
琴
海
さ
ん

　

本
当
に
皆
さ
ん
に
助
け
て
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

■天栄ブリティッシュヒルズ研修

し
た
。
授
業
の
中
で
分
か
ら
な

い
と
周
り
の
人
た
ち
が
教
え
て

く
れ
て
、
先
生
も
分
か
り
や
す

く
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
絵
な
ど
を

使
っ
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
人

と
英
語
で
会
話
が
で
き
た
の
は

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
に

行
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
常
葉
中
学
校　

１
年　
石
井
咲
希
さ
ん

　

私
は
こ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ヒ
ル
ズ
の
研
修
を
受
け
て
、
自

分
の
考
え
て
い
た
よ
り
成
績
が

上
が
り
ま
し
た
。
さ
す
が
に
、

研
修
の
時
、
全
て
の
レ
ッ
ス
ン

が
英
語
と
い
う
の
は
、
効
果
が

と
て
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

先
生
方
は
と
て
も
ユ
ー
モ
ア

が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
と
思
い

ま
し
た
。
レ
ッ
ス
ン
の
時
も
と
っ

て
も
明
る
く
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
。

　
移
中
学
校　

２
年　
菅
野
千
賀
子
さ
ん

　

今
回
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ

ル
ズ
の
研
修
は
、
最
初
、
自
分

は
英
語
が
苦
手
だ
か
ら
大
丈
夫

か
な
と
、
と
て
も
不
安
で
し
た
。

　

け
れ
ど
も
研
修
を
受
け
て
み

て
、
と
て
も
楽
し
く
て
一
人
一

人
の
先
生
も
面
白
く
て
、
と
て

も
安
心
し
ま
し
た
。

　

一
つ
一
つ
の
授
業
の
中
で
と

て
も
楽
し
か
っ
た
の
は
、
ス
コ
ー

ン
作
り
と
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ス

ポ
ー
ツ
を
や
っ
た
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
に
行
き
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
要
田
中
学
校　

２
年　
佐
藤
美
希
さ
ん

　

最
初
は
、
不
安
や
緊
張
が
あ

り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
友
達
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
て
、
楽
し

み
に
な
り
ま
し
た
。

　

英
語
を
使
っ
て
会
話
を
し
た

り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
体
を

動
か
し
協
力
し
て
声
を
か
け
あ

う
こ
と
が
で
き
、
み
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し
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す
。

　

そ
し
て
、
自
由
時
間
の
時
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い
ろ
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な
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屋
に
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っ
て
、
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ン
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と
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が
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、
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し
く
な
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た
の

で
良
か
っ
た
で
す
。

British Hills

③④⑤

② ①

■レッスン(サバイバル・イングリッシュ) ①
■研修生の皆さん②
■レッスン(フェン・ウィズ・ランゲージ) ③
■英国式スポーツ ( ホッケー ) ④
■レッスン(トーク・アバウト・ユアセルフ) ⑤

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ

　
　
　
　
　
　
　
コ
ー
ス

◆
日
程　
７
月
28
日
～
７
月
30
日

◆
テ
ー
マ　
「
英
語
研
修
と

　
　
　
　
　
　
　

異
文
化
体
験
」

◆
研
修
生　
33
人
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● 郡山市休日・夜間急病センター
　郡山市字上亀田 1-1（旧国立郡山病院跡）

     (024-934-5656

区分 診療時間・科目

休日
 9：00 ～ 17：00
内科・小児科・歯科
19：00 ～ 23：00
内科・小児科

平日 19：00 ～ 23：00
内科・小児科

● テレフォンサービス
　「休日・夜間」当番医療機関
　 (024-933-4000

● その他病院に関する問い合わせ
　郡山消防本部通信指令課
　 (024-933-2400

● 福島県こども救急電話相談
【受付時間】毎日、午後７時～翌朝８時
    子どもが急病のとき、家庭での対処法
    について医師、看護師などがアドバイ
    スします。
● 固定電話プッシュ回線・携帯電話から
　短縮ダイヤル　(♯８０００
● 固定電話アナログ回線などから
　(024-521-3790

その他の緊急問い合わせ先

　　　　保健センター自由開放日など

　問い合わせ
　● 保健福祉部 保健課(81-2271　● 滝根行政局 市民課(78-1203
　● 大越行政局 市民課(79-2112　● 都路行政局 市民課(75-2112
　● 常葉行政局 市民課(77-2113

　　乳幼児健康診査など
● お住まいの地区の会場で受診してください。
● やむを得ず別の会場で受診される場合は、事前にお住まいの地区の市民課
   （船引地区は保健課）または保健センターに申し込んでから受診してください。

ほけんだより 2 月の予定など

平成２５年

乳幼児健康診査の共通事項 ①会場…各保健センター　②受付…13:00 ～ 13:20
①４カ月児健康診査

日 地区 対象 会場
7（木） 滝根

大越
平成 24 年   9 月生～
平成 24 年 10 月生 滝根

26（火） 船引 平成 24 年 10 月生 船引

　● 持参物…母子健康手帳・問診票・バスタオル

② 10 カ月児健康診査
日 地区 対象 会場

7（木） 滝根
大越

平成 24 年 3 月生～
平成 24 年 4 月生 滝根

28（木） 船引 平成 24 年 4 月生 船引

　● 持参物…母子健康手帳・問診票・バスタオル

③１歳６カ月児健康診査
日 地区 対象 会場

6（水） 都路
常葉

平成 23 年 6 月生～
平成 23 年 7 月生 常葉

12（火） 船引 平成 23 年 7 月生 船引

　● 持参物…母子健康手帳・問診票

　　こころとからだの健康相談

①福島いのちの電話
　(024-536-4343（毎日）10:00 ～ 22:00
②こころの電話健康相談ダイヤル 
　(024-535-5560（月～金）※休日除く 9:00 ～ 16:00
③県中保健福祉事務所
　(0248-75-7811（月～金）※休日除く 8:30 ～ 17:15
④福島県精神科救急情報センター
　(0570-055699 （毎日）　17:30 ～ 22:00

こころの健康相談  ( 相談無料、秘密厳守 )

　● 日　時　13 日（水）　 13:30 ～ 15:30
　● 会　場　船引保健センター　
　　　　       ※臨床心理士が相談に応じます。
　● 申込先　1 週間前までに保健課へ  

その他の連絡先

障がい者（身体・知的・精神）相談支援 
　● 方　法　電話・来所による相談
　● 時　間　月～金（祝日除く）　8:30 ～ 17:15
　● 会　場　相談支援田村事業所 　(85-3888
　　　　　　（大越町牧野字堺）
　● その他　内容によっては相談員が訪問します。

ひとりで悩まず、まずはご相談を。

精神障がい者デイケア
　● 日　時　22 日（金） 13:00 ～ 15:00
　● 会　場　都路保健センター
　● 対　象　在宅で生活する精神障がい者で主治医
　　　　　　の了解がある方
AA ミーティング
　● 日　時　毎週土曜　13:30 ～ 15:00
　● 会　場　就業改善センター（船引町）
　● 対　象　飲酒をやめたいと願う本人・家族

④ 3 歳児健康診査
日 地区 対象 会場

18（月） 滝根
大越

平成 21 年 7 月生～
平成 21 年 9 月生 滝根

19（火） 船引 平成 21 年 8 月生 船引

　● 持参物…母子健康手帳・問診票

自由開放・健康相談　
地区 日 時間
滝根 12（火）・25（月）   9:00 ～ 16:00
大越 19（火）・27（水） 10:00 ～ 15:00
都路 13（水）   9:00 ～ 16:00
常葉 1・15（金）   9:00 ～ 16:00  
船引 1・8・15・22（金）   9:00 ～ 16:00

子どもの教室・運動関連　
地区 内容 日 時間

大越 あそびの広場 19（火） 10:00 ～ 11:30
ヘルスアップ教室 27（水） 13:30 ～ 15:00

常葉 運動教室 1・15（金） 13:30 ～ 15:00
ゆめっ子教室 21（木）   9:30 ～ 11:30

船引 健康増進広場 / リフレッシュ体操 8・22（金） 13:30 ～ 15:00

2月の休日当番医
　変更される場合がありますので
　　受診前に確認してください

 　3（日）
三春病院（三春町） ※　　　 (62-3131

10（日）
かとうの内科クリニック（船引町）　　　
　　　　　　　　　　　　 (81-1388
11（月）
さいとう医院（小野町）　(72-2500

17（日）
東部台こどもクリニック（船引町）※
　　　　　　　　　　　 (81-2580
24（日）
雷クリニック（三春町）※(62-6333

診療時間…9:00～18:00 ※は 17:00 まで
お知らせ

健康づくり講演会

次
ペ
ー
ジ
に
も
ほ
け
ん
だ
よ
り
が
続
き
ま
す

食事は体づくりの基礎で、私たちが活動していくために必要なエネ
ルギー源です。バランスの悪い食生活になりがちな普段の食生活を
振り返り、健康を保つための「食」について学んでみませんか。

育児相談・教室

  すくすく教室 （要予約）
　● 日　時　14 日（木）　受付…9:30 ～ 9:50 
　● 会　場　船引保健センター
　● 対　象　ことばが遅い、落ち着きがない、友達と
                 うまく遊べないなどの悩みがある方
　● 内　容　親子あそび、医師・心理士などによる相談
　 ● 申込先　保健課　※気軽にご相談ください。

  ７カ月児育児相談（予約不要）
　● 日　時　20 日（水）　受付…13:00 ～ 13:20 
　● 会　場　船引保健センター
　● 対　象　平成 24 年 7 月～ 8 月生
　● 持参物　母子手帳・問診票・バスタオル
　

  離乳食教室 （要予約）
　● 日　時　21 日（木）　受付…13:00 ～ 13:20 
　● 会　場　船引保健センター
　● 対　象　離乳食に関心のある方
　● 持参物　母子手帳・エプロン・おんぶひも
　 ● 申込先　2 月 14 日（木）まで保健課へ

日時　　　　　1 月 26 日（土）午後 2 時～ 3 時 30 分（受付…1 時 30 分）
　　　　　船引公民館
　　　　　講演「健康づくりは食事から
　　　　　　　　～我が家の食生活を見直そう～」
　　　　　講師　畑中料理研究所 所長　畑中成純氏
　　　　　1 月 25 日（金）までに保健福祉部保健課へお申し込み
　　　　　ください。

会場

内容

申込
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すこやか筋力アップ教室でハツラツと元気に

介護予防生活機能アンケート調査で筋力低下がみられたかたを対象に、体力向上を目指してすこやか筋力アップ教
室を開催しました。6 会場で 76 人の方が参加し「毎日やれば…」を合言葉に楽しく学び、自宅でも継続して効果
をあげました。参加した方からは「尿もれしなくなった」「体が軽くなり楽になった」「膝の痛みがなくなった」など、
喜びの声が聞かれました。
来年度も、６会場で週１回、計７回開催予定です。該当する方には、お知らせしますので、ぜひ参加してください。

現在私は東京の大学病院で働いておりますが、この 10 月から公立小野町
地方綜合病院で内科の診療を担当することになりました。今のところ月 2
回程度の診療ですが、いずれは毎週火曜日にお伺いできるようにしたいと
思っています。
専門は肝臓病で、ウイルス肝炎や肝硬変などの患者さんを診ることが多い
のですが、こちらでは肝臓病以外の消化器疾患、また内科全般の診療をさ
せていただいています。皆さんのお話をきちんとお伺いし、丁寧にご説明
しながら、最新かつベストの医療をご提供することを心がけています。
今後ともよろしくお願いします。

内科診療担当の非常勤医師 田中篤（たなかあつし）医師を紹介します
information

公立小野町地方綜合病院だより ● 問い合わせ
公立小野町地方綜合病院企業団 総務課(72-3181 

● 問い合わせ　保健福祉部 保健課(81-2271 

▲ 田中篤医師

▲ 移住民センター
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衆議院比例代表選出議員選挙
　　　　　　　　　　　　（届出順）

政党名 得票数

社会民主党 490

公明党 1,384

幸福実現党 77

みんなの党 1,157

自由民主党 5,523

民主党 7,303

日本共産党 663

新党改革 997

日本維新の会 2,454

日本未来の党 882

  投票区ごとの      
有権者数・投票者数・投票率（小選挙区）　

投票区 有権者数
　　（人）

投票者数
　　（人）

投票率
　（％）

１ 滝根第１ 2,045 1,518 74.23
２ 滝根第２ 1,113 794 71.34
３ 滝根第３ 854 563 65.93

滝根　計 4,012 2,875 71.66
４ 大越第１ 2,329 1,568 67.33
５ 大越第２ 1,038 626 60.31
６ 大越第３ 584 397 67.98
７ 大越第４ 239 169 70.71

大越　計 4,190 2,760 65.87
８ 都路第１ 884 576 65.16
９ 都路第２ 169 124 73.37
10 都路第３ 292 173 59.25
11 都路第４ 784 485 61.86
12 都路第５ 239 164 68.62
13 都路第６ 69 46 66.67

都路　計 2,437 1,568 64.34
14 常葉第１ 2,335 1,516 64.93
15 常葉第２ 1,099 739 67.24
16 常葉第３ 301 209 69.44
17 常葉第４ 220 132 60.00
18 常葉第５ 532 331 62.22
19 常葉第６ 440 301 68.41

常葉　計 4,927 3,228 65.52
20 今　　泉 693 452 65.22
21 船　　引 6,941 4,340 62.53
22 春　　山 614 415 67.59
23 文　　珠 756 530 70.11
24 美　　山 1,215 792 65.19
25 新　　舘 997 653 65.50
26 石　　沢 459 325 70.81
27 上　　移 602 383 63.62
28 北  南 移 892 589 66.03
29 中　　山 362 211 58.29
30 横　　道 220 142 64.55
31 芦　　沢 1,237 831 67.18
32 門　　沢 590 345 58.47
33 椚　　山 556 351 63.13
34 堀　　越 1,037 617 59.50
35 要　　田 826 539 65.25

船引　計 17,997 11,515 63.98
合　計 33,563 21,946 65.39

第４６回衆議院議員総選挙
投票率は６５．３９％

医師や薬剤師、看護師などの皆さんは、2 年ごとに届出票などを提出することが義務づけられています。
今年は届け出が必要です。該当するかたは 12 月 31 日現在の状況を届け出てください。
● 対象者　①日本の医籍・歯科医籍・薬剤師名簿に登録されているすべての医師・歯科医師・薬剤師
　　　　　②県内に就業する保健師・助産師・看護師・准看護師・歯科衛生士・歯科技工士
● 届出先　対象者①　住所地・就業地を管轄する保健所
　　　　　対象者②　就業地を管轄する保健所
● 提出期限　1 月 15 日（火）
● その他　届出は保健所のほか、勤務先医療機関を通じて提出することもできます。
● 問い合わせ　県保健福祉総務課　℡ 024-521-7217、各保健所

医療従事者の皆さんへ　-届け出を忘れずに-

▲ 船引保健センター ▲ 船引保健センター



Tamura 2425 Tamura January.201325

　田村市ホームページ　http://www.city.tamura.lg.jp/

広告欄 Advertisement

●滝根行政局
  963-3692　

田村市滝根町神俣字関場118番地　
地域振興課…(78-2111 
市　民　課…(78-1202 
産業建設課…(78-1204

●大越行政局
963-4192　
田村市大越町上大越字水神宮62番地1 
地域振興課…(79-2111 
市　民　課…(79-2112 
産業建設課…(79-2193 

●都路行政局
963-4701　
田村市都路町古道字本町33番地4
地域振興課…(75-2111 
市　民　課…(75-2112 
産業建設課…(75-3550

●常葉行政局
963-4692　
田村市常葉町常葉字町裏 1番地 
地域振興課…(77-2111 
市　民　課…(77-2112 
産業建設課…(77-2371 

●滝根公民館…(78-2001   　　  
963-3602　　
田村市滝根町神俣字町 48 番地 1 

●大越公民館…(79-2161
963-4111　
田村市大越町上大越字元池 87 番地 5

●都路公民館…(75-2063
963-4701　
田村市都路町古道字遠下前 87 番地

●常葉公民館…(77-2013
963-4692　
田村市常葉町常葉字町裏 1 番地 

●船引公民館…(82-1133
963-4312　
田村市船引町船引字南元町 28 番地 

各行政局の問い合わせ先

田村市の人口

平成 24 年 12 月 1 日現在
総人口　38,918 人

   世帯数   11,768 世帯

この数値は、平成 22 年国勢調査
の確報値を基に毎月の自然動態・
社会動態を加減したものです。

みんなの暮らしにまつわる情報案内板
ナビゲーション

市営住宅入居者募集 募
　  集

作）達成者
● 申請期間　1 月 7 日（月）～ 31
日（木）
● 持参物　①薬剤購入の領収書（購
入者名・領収月日・薬剤名・数量・
金額が確認できるもの）
②申請人名義の振込先通帳
③印鑑
● その他　県たばこ耕作組合から購
入された方は、耕作組合が申請しま
すので、手続きの必要はありません。
● 申し込み・問い合わせ
産業部農林課　(81-2511

葉たばこ生産向上対策事業
補助金を交付します

葉たばこの病害対策などで、土壌消
毒薬剤を購入された方を対象に補助
金を交付します。
● 対象　立枯病対策のための土壌消
毒薬剤
● 補助率　購入額の 20％
● 交付要件　水田作付目標面積（転

 農
　  業

本坊団地（常葉）
● 部屋番号　1-13 号室
● 建築年　昭和 57 年
● 構造　中層耐火 4 階
● 間取り　3DK
● 家賃　13,200 円～
● 駐車場　有
船引馬場団地 2 号棟（船引）
● 部屋番号　5 号室
● 建築年　昭和 49 年
● 構造　中層耐火 4 階
● 間取り　3K
● 家賃　10,200 円～
● 駐車場　無
下里団地 1 号棟（船引）
● 部屋番号　16・22 号室
● 建築年　昭和 52 年
● 構造　中層耐火 4 階
● 間取り　3DK
● 家賃　12,200 円～
● 駐車場　無
● その他　家賃は基本額です。所得
に応じて金額が変わります。
● 申込方法　1 月 15 日（火）までに、
備え付けの申込書に必要な書類を添
えてお申し込みください。
※申込者多数の場合は抽選になり
ます。
● 申し込み・問い合わせ
建設部 都市計画課 (82-1114
常葉行政局 産業建設課(77-2356
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広告欄 Advertisement

自衛官採用試験 募
　  集

防衛省・自衛隊では、下記のとおり
自衛官の採用試験を行います。
防衛大学校学生 … 一般（後期）
● 応募資格　高卒（見込みを含む）
21 歳未満の方
● 受付期間　1 月 23 日（水）～ 2
月 1 日（金）
予備自衛官補 … 一般
● 応募資格　18 ～ 34 歳未満の方
● 受付期間　1 月 9 日（水）～ 4
月 3 日（水）
予備自衛官補 … 技能
● 応募資格　国家免許資格を有する
方で、18 ～ 55 歳未満の方（資格
によって対象年齢が変わります。）
● 受付期間　1 月 9 日（水）～ 4
月 3 日（水）
● その他　受験など詳しくは、お問
い合わせください。
● 問い合わせ
自衛隊福島地方協力本部 郡山地域
事務所　(024-932-1424

「県民健康管理調査基本調
査問診票」書き方説明会

 健
　  康

県では、放射線の外部被ばく線量を
皆さんが確認できるよう、問診票の
提出をお願いしています。まだ、提
出されていない方はお早めに提出し
てください。また、県立医科大学と
ともに「県民健康管理調査基本問診
票」の出前書き方説明会・相談会を
要望に応じて行っています。希望す
る方はお問い合わせください。
出前書き方説明会・相談会
● 日時　希望される日（ただし、土
日・祝日を除く）
午前 9 時～午後 4 時
● 参加人数　10 ～ 15 人（1 回）
● 問い合わせ
県立医科大学 県民健康管理センター
(024-547-1786

被災者相談ダイヤル
「ふくここライン」

 相
　  談

震災で被災された方やその支援をさ
れている方で、震災による悩みを抱
えている方を対象に相談を受け付け
ています。専門の相談員が応じます
ので、気軽にご相談ください。
● 相談先　ふくしま心のケアセンタ
ー被災者相談ダイヤル（通称…ふく
ここライン）
● 電話番号　024-531-6522
● 開設時間　午前 9 時～正午、午
後 1 時～ 5 時（土日・祝日・年末
年始を除く）
● 問い合わせ
ふくしま心のケアセンター基幹セン
ター  (024-535-8639

▼ イメージ図

100mm

24cm 12cm

33cm

23cm

公用郵便封筒の広告を募集します

5 月 1 日から株式会社郵宣協会の事業を活用し、市の公用郵便封筒
に広告掲載を希望する広告主を募集します。広告掲載の申し込み・問
い合わせは、株式会社郵宣協会東日本支社へご連絡ください。
● 募集期間　1 月 15 日～ 2 月 28 日
 ※ただし、募集企業が定数を満たした時点で、募集を終了します。
● 封筒使用期間　5 月 1 日～平成 26 年 4 月 30 日
● 広告枠　市役所で使用する郵便封筒角形 2 号および長形 3 号の裏
面（４枠）
● 作成枚数　①角形 2 号　10,000 枚、②長形 3 号　35,000 枚

● 担当課
総務部 財政課　(81-2118
● 申し込み・問い合わせ
株式会社　郵宣協会東日本支社　(0120-599-722
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有料広告募集中
問い合わせ…市長公室へ

有料広告募集中
問い合わせ…市長公室へ
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震災前の住宅ローンなど
でお困りの方へ

 生
　  活

震災の影響で、住宅ローンの借入金
の弁済にお悩みの方は、「個人版私
的整理ガイドライン」（被災ローン
減免制度）を利用し、住宅ローンな
どの免除を受けることができます。
詳しくは個人版私的整理ガイドライ
ン運営委員会またはお取り引き金融
機関へお問い合わせください。
● ガイドラインを利用するメリット
①破産手続きとは違い、個人信用情
報の登録などの不利益がない。
②国の補助により、弁護士費用がか
からない。
③ 500 万円（義捐金などは含まな
い）を目安に現預金を手元に残せる。
● 注意　一定の要件を満たしている
方に限り、債務の免除を受けられま
す。
● 問い合わせ
個人版私的整理ガイドライン運営委
員会（平日 午前 9 時～午後 5 時）
コールセンター(0120-380-883
福島支部　(024-526-0281

無償で地デジ対応の支援
を行っています

 生
　  活

原発事故に伴う規制区域に帰還され
る世帯に対して、簡易な地上デジタ
ルテレビ放送対応チューナー１台を
無償で支給します。
● 対象　平成 23 年 3 月 11 日時点
でお住まいの地域が、緊急時避難準
備区域などの規制区域の設定を受
け、その設定が１カ月以上続いてい
た世帯で、帰還される世帯。
● 申込方法　申込書と下記の必要書
類を 1 月 31 日（木）までに総務省
地デジチューナー支援実施センター
に送付してください。申込書が必要
な方はお問い合わせください。　　
● 必要書類　平成 23 年 3 月 11 日
時点でお住まいの地域が、規制区域
であったことを証明する書類
例）り災証明書（コピー可）、被災
証明書（コピー可）、住民票の写し、
公的機関が発行する書類など
● その他　チューナー設置や個別ア
ンテナ工事などが必要な場合は、支
援対象世帯が負担する経費を給付し
ます。
● 問い合わせ
総務省 地デジチューナー支援実施
センター（平日 午前 9 時～午後 5 時 ）
(0570-034-037 または
(03-4334-2754

みんなの暮らしにまつわる情報案内板
ナビゲーション

子育ての不安や悩みはありませんか？

そんな時は子育て支援センターへ預かり保育・放課後児童クラブ (学童保育 )
の利用者を募集します

平成 25 年 4 月からの預かり保育および放課後児童クラブの利用者を募集
します。
● 対象　預かり保育および放課後児童クラブは、仕事などのため昼間、保
護者が家庭にいない幼稚園児や小学校低学年の児童。
①預かり保育…幼稚園児
②放課後児童クラブ…小学 1 ～ 3 年生
※小学 4 年生以上は、事情によって利用できますが、実施する施設の希
望者が定員を超えた場合、別の施設に異動していただく場合があります。

● 申込方法　利用申込書に稼働証明書を添付し、下記へ提出してください。
● 受付期間　1 月 17 日（木）～ 2 月 12 日（火）
※滝根幼稚園・大越こども園・常葉児童生活センターでの預かり保育は、
新入園児説明会の際に説明します。
● その他
①土曜日、春・夏・冬季休業期間中の開設時間と休日は申し込み時に確認
してください。
②保護者負担金（おやつ代や行事経費）など、詳しくは申し込み時にお問
い合わせください。
③大越小学校・わかくさ幼稚園では、申し込み・問い合わせを受け付けて
いませんので、保健福祉部社会福祉課または各行政局市民課へお問い合わ
せください。

施設
定員

平日の開設時間預かり保育
（幼稚園児）

放課後児童クラブ
（小学生）

滝根幼稚園 50 人 ー
授業終了後～午後 7 時三世代ふれあい交流館 ー 50 人

大越こども園 30 人 ー
大越小学校 ー 30 人 授業終了後～午後 6 時

都路こども園 30 人 30 人

授業終了後～午後 7 時
岩井沢児童館 20 人 30 人

常葉児童生活センター 40 人 40 人
船引児童館 ー 30 人

わかくさ幼稚園 ー 140 人

地域で子育てを応援する、会員制の相互援助活動です。
育児の援助が必要なかたが「お願い会員」としてサービスを受け、援助したいかたが「預かり
会員」として保育サービスを提供します。援助活動は原則として預かり会員の自宅で行います。
援助活動が終了したら、お願い会員は決められた報酬を預かり会員へ支払います。

ファミリーサポートセンターを利用するには会員登録が必要です。
お願い会員 … 市内にお住まいで６カ月～小学生の子どもがいる方
預かり会員 … 市内にお住まいで、自宅で子どもを預かれる方で、センター指定の講習会を修
了した、心身ともに健康な方 ( 年齢・性別・資格は問いません )

平日 午前 7 時～午後 7 時 500 円 土日・祝日 午前 7 時～午後 7 時 600 円
上記以外の時間 600 円 上記以外の時間 700 円

※送迎などで自家用車を利用した場合は 1 回 100 円

時間は原則、午前６時～午後９時
報酬は下記の通り（子どもひとり / １時間につき）

　ファミリーサポートってなに ?

　利用するには ?

　利用する時はこんなことに注意！

　援助活動の時間などはどれくらい ?

● 問い合わせ　子育て支援センター
　　　　　　　　(82-1510  F 82-1510 *kosodate@city.tamura.lg.jp　　　

ファミリーサポート交流会に参加してみませんか
● 対象　ファミリーサポート会員、会員になりたい方、
　　　　ファミリーサポートに興味のある方
● 日時　2 月 16 日 ( 土 )　午前 10 時～ 11 時 30 分
● 会場　船引公民館 2 階 ホール
● 内容　事業説明 … 午前 10 時～ 10 時 20 分
　　　　 講演会 … 午前 10 時 20 分～ 11 時 30 分
　　　　　　　　演題「子育て支援について」
　　　　　　　　講師　県点字図書館館長　中村雅彦氏

event check

● 日時　1 月 16・23・30 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分

● 内容　親子遊び、手遊び、製

　　　　作、絵本の読み聞かせ

ひまわりひろば

絵本の読み聞かせ
● 日時　1 月 18 日（金）

　　　　午前 10 時 30 分

わらべうた遊び
● 日時　1 月 29 日（火）

　　　　午前 10 時 30 分

● 申込方法　1 月 25 日（金）ま

でに電話でお申し込みください。

育児講座

子育て支援センター

1月後半の行事予定

● 問い合わせ　市ファミリーサポートセンター（子育て支援センター内）　(82-1510

① 2 人目以降の報酬は半額です。
②食事（ミルク）・おやつ代・上記以外の交通費・その他の経費は、お願い会員の実費負担に
なります。
③報酬の受け渡しは会員間で行います。
④ファミリーサポート補償保険に加入します。（保険料はセンター負担）

● 申し込み・問い合わせ
保健福祉部 社会福祉課　(81-2273
滝根行政局市民課　(78-1203
大越行政局市民課　(79-2113
三世代ふれあい交流館　(78-1112
都路こども園　(82-1510( 子育て支援センター内 )
岩井沢児童館　(82-0690（船引児童館内）
常葉児童生活センター　(77-2080
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各施設の催し・募集など

*ta-kominka@city.tamura.lg.jp　(78-2001  F 78-2159滝根公民館 学 び図書館（本館） *toshokan@city.tamura.lg.jp　(82-10012 月の休館日　4・11・18・25 日　  

● ● ●　必読、今月のオススメ。● ● ●

三宅忠明 / 再話
児童向け

スコットランドのある村に住む、
かじやの親子。丈夫で働き者の息
子は、悪い妖精の仕業で病気にな
り、やせ衰えていく…。心配した
父親が不思議な老人の力を借り、
妖精の丘に息子を取り戻しに出か
けるが…。父親は無事に息子を助
けることができるのか？

2月のおはなし会　（会場は、常葉分館おはなし会…文化の舘ときわ　その他の分館おはなし会…各公民館で開催）

開催日 名　称 時　間 対　象 内　容

本館 13･27（水） ひだまりおはなし会 10:30 ～（15 分程度） 0 ～ 2 歳児 絵本の読み聞かせ・わらべ歌遊び

滝根 23（土） 滝根分館おはなし会 13:30 ～（30 分程度） 幼児～小学生 ひな祭りにちなんだ絵本の読み聞かせなど

大越 4（月） 大越分館おはなし会 15:30 ～（30 分程度） 幼児～小学生 絵本の読み聞かせなど

都路 分館移転工事などに伴い３月末まで休館予定

常葉 2 月のおはなし会は開催しません

かじやとようせい
スコットランドの昔話

おおきい ちょうちん
ちいさい ちょうちん

ゆかいな「反対」ことば

図書

谷川直子 / 著 
一般向け

人気作家たちが絶賛した、第 49
回 文藝賞受賞作。先行き不安な
日常の中で、49 歳のバツイチ
のミナミが見つけた希望とは…。
現代日本の“お金”信仰を世に
問う痛快小説。読みながら、自
分のお金に対する価値観を見つ
め直しては？

シューレーシング取材班 / 編 
一般向け

人生の基本は足元から…。という
ことで、今回はカッコよくて、ほ
どけにくく疲れない靴ひもの結び
方が満載の本のご紹介です。基本
の結び方はもちろん、足の形や、
目的別に大きくて分かりやすい
60 通りの図解付きです。

かこさとし / 著
児童向け

反対ことばが楽しみながら、良く
理解できる絵説き絵本です。
かこ先生の愉快な発想があちこち
にちりばめられていて、小さな子
どもでも、イラストを見るだけで、
言葉の意味が理解できるように工
夫されています。

 おしかくさま
いちばん詳しい
靴ひも結び方

２月の各種相談会相談

心配ごと相談

13（水）滝根公民館
20（水）市社会福祉協議会本所
27（水）常葉老人福祉センター

　いずれも午後1 時～ 4 時
● 問い合わせ
市社会福祉協議会本所(81-2166

行政相談

19（火）常葉公民館
午後1時30分～3時30分

● 相談員
橋本ユリ子氏（大越町） (79-3278
伊藤忠義氏（常葉町） (77-3398
● 問い合わせ
総務部 総務課(81-2111

特設人権相談

5（火）船引公民館
6（水）滝根公民館

13（水）文化の舘ときわ
27（水）大越行政局

　いずれも午前 10 時～午後 3 時
● 問い合わせ　福島地方法務局
郡山支局(024-922-1546

文化センター文化

開催日 催し 時間 対象・入場料 問い合わせ

19（火） 平成 24 年 デュアル実習成果発表会 14:00 関係者 県立船引高等学校 教育部　(82-1511

21（木） 田村市教育実践報告会 14:00 関係者・一般 教育部 学校教育課　(68-3112

2 月の休館日　
4・12・18・25 日　  *bunka@city.tamura.lg.jp　(82-5030

船引総合福祉センター福祉 * funehiki-sofuku@city.tamura.lg.jp　(82-0600  F 82-0600

鍋焼きうどん（500 円）
冬の定番、熱々のうどんに、味
ご飯の稲荷が 2 個付いたボリ
ューム満点のお得なメニューで
す。寒い季節に体の芯から温ま
ります。弁当も配達しています。

１月のおすすめメニュー

生涯学習講演会　滝根地域振興基金事業

キラキラ輝く、人生のために

日時　1月27日　　　　　午後 1時20分

会場　天地人大学 大ホール

講師　あき竹城さん（俳優）

日

入場は無料です。気軽にお越しください。
● 主催　田村市・田村市教育委員会

聴覚障害者のための巡回相談会
震災の影響による生活や仕事の悩み・心のケアについて、手話や筆談などのコミュニケーション手段が使える社会
福祉士と精神保健福祉士が無料で相談に応じます。予約の必要はありません。秘密は厳守しますので、気軽にご相
談ください。
● 日時　1 月 18 日（金）午前 10 時～午後 3 時
● 会場　郡山市障害者福祉センター（郡山市香久池一丁目 15-15）
● 対象者　聴覚障害者ご本人、またはその家族など関わりのある方
● 問い合わせ　東日本大震災聴覚障害者救援福島本部(・ F 024-522-0681　※ 電話は午前 9 時～午後 5 時
　　　　　　* fukushima-deaf@iris.ocn.ne.jp

エゴマ搾油北部作業所
ｰ 1 月の稼働日 ｰ

 稼働日 … 15日（火）・27日（日）
●受付　午前8時30分～11時30分
●場所　北部作業所（船引町新舘）
●問い合わせ
　産業部 農林課　(81-2511

◆ヤマト運輸株式会社 福島主管支店 主管支店長 川上伸次さん （郡山市）
　寄附金（一般寄附金）
◆平島洋子さん（東京都）　寄附金（一般寄附金）
◆ＮＰＯ法人ゴールドファーム 代表 四日克彦さん（奈良県宇陀市）
　寄附金（一般寄附金）
◆伊藤俊子さん （長野県須坂市）　寄附金（一般寄附金）
◆石井利弘さん（東京都中野区）寄附金（ふるさと納税）
◆会田昌男さん（滝根町）　ソフトボール 2 ダース
◆南里由香さん（船引町）　図書「ふるさとはフクシマ子どもたちの 3.11」2 冊
◆元タンポポ児童合唱団 代表 大瀧秀子さん（千葉県千葉市）
　歌唱ＣＤ「星とたんぽぽ」ほか 3 枚、学用品 ノート 5 冊ほか
◆入新田若連会長 會田英治さん（滝根町）　チューリップ球根 500 個
◆日東粉化工業株式会社福島工場（滝根町）　ライン用石灰 40 袋

まごころありがとうございます
- 次のかたから市に寄附をいただきました -

ｰ 利用案内 ー
食堂では地元食材を使ったメニューを用意し、食事
だけの利用もできます。新年会・各種宴会などさま
ざまな用途に応じてご利用いただける施設です。
● 入浴料　大人 200 円、小学生以下 150 円
● 利用時間　午前 9 時～午後 5 時 30 分（11 ～ 3 月）
● その他　新年会プランも予算に応じて対応してい
ます。詳しくは市政だより 12 月号 24 ページをご覧
ください。

エゴマの効能
健康に役立つα - リノレン
酸が多く含まれる。動脈硬
化や心臓病予防、アレル
ギー反応抑制効果がある。


